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上
京
歴
史
探
訪
館
で
は
「
連
続

講
座
」
と
し
て
琵
琶
演
奏
と
落
語

会
を
開
催
し
ま
す
。「
音
と
語
り
」

を
通
し
て
町
家
の
魅
力
を
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

日
程
・
内
容

①
11
月
13
日
（
日
）

「
琵
琶
演
奏
と
対
談
」

出
演　

上
原
ま
り
（
琵
琶
奏
者
）・

朧
谷
壽
（
同

志
社
女
子
大

学
名
誉
教

授
）

②
12
月
４
日
（
日
）

「
落
語
と
お
囃
子
」

出
演　

桂
九
雀
（
落
語
家
）・
高

橋
真
喜
（
三

味
線
）

時
間　

午
後

１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１
時

〜
）

場
所　

京
ま
ち
や
平
安
宮
（
下
立

売
通
智
恵
光
院
西
入
）

ご
存
知
で
す
か
？ 

年
に
１
回
、
清
掃
と
法

定
検
査
が
必
要
で
す
。

　

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

飲
用
水
の
多
く
は
、
水
道
水
を

い
っ
た
ん
受
水
槽
に
た
め
て
か

ら
給
水
し
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
給
水
方
式

の
う
ち
有
効
容
量
が
10
㎥
を
超

え
る
受
水
槽
を
簡
易
専
用
水
道

と
い
い
、
年
に
１
回
、
法
定
検

査
を
受
け
る
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
給
水
施
設
が
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
、
水

に
異
常
を
き
た
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
大
切
な
飲
用
水
を
衛
生

的
に
保
つ
た
め
に
、
受
水
槽
を

設
置
し
て
い
る
管
理
者
は
、
次

の
よ
う
な
維
持
管
理
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

日
常
的
検
査

　

給
水
栓
で
の
水
の
色
、
濁

り
、
に
お
い
、
味
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
を
定
期
的
に
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

定
期
的
検
査

　

受
水
槽
や
高
置
水
槽
の
清
掃

を
、
年
に
１
回
、
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

法
定
検
査

　

年
に
１
回
、
厚
生
労
働
大
臣

の
登
録
を
受
け
た
検
査
機
関
に

よ
る
法
定
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

法
定
検
査
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
速
や
か
に
検
査
を
受

け
、
飲
用
水
の
衛
生
確
保
を

図
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
出
な
ど

　

区
内
で
、
受
水
槽
を
設
置
又

は
撤
去
す
る
と
き
、
設
置
者
な

ど
を
変
更
し
た
と
き
は
衛
生
課

ま
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
、
衛
生
課
窓
口
や

京
都
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
京
都

市
情
報
館
」
の
申
請
書
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
生
活
衛
生
関
係
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、

入
手
で
き
ま
す
。
法
定
検
査
機

関
に
つ
い
て
は
、
衛
生
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
衛
生
課
（
☎
432
・
３
２
２

１
）

　

子
ど
も
が
就
園
す
る
ま
で
の

一
時
期
、
親
子
一
緒
に
楽
し
め

る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
上
京
チ

ル
ド
ピ
ア
」
が
、
乳
幼
児
用
品

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

し
ま
す
。
出
品
者
は
同
じ
子
育

て
中
の
現
役
マ
マ
さ
ん
た
ち
。

か
わ
い
い
け
れ
ど
あ
っ
と
い
う

間
に
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

「
洋
服
」
や
「
く
つ
」、
ま
だ
ま

だ
使
え
る
の
に
、
年
齢
的
に
合

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
か

ば
ん
」
や
「
お
も
ち
ゃ
」
な
ど

が
、
ず
ら
り
と
会
場
に
並
び
ま

す
。

　

出
品
者
の
皆
さ
ん
が
丁
寧
に

保
存
さ
れ
て
い
た
品
物
が
、
新

た
な
行
き
先
を
待
っ
て
い
ま

す
。
掘
り
出
し
物
を
探
し
に
、

お
友
だ
ち
同
士
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
、
会
場
の
２
階

に
あ
る
子
育
て
ル
ー
ム
の
自
由

開
放
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
買

い
物
の
後
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

10
月
20
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
45
分

場
所　

元
聚
楽
小
学
校
１
階
図

書
室

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
上
京
チ
ル

ド
ピ
ア
」

日
時　

毎
週
火･

木･

金
午
前

10
時
〜
正
午

内
容　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
さ

ん
と
保
護
者
の
子
育
て
サ
ー
ク

ル
で
す
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
き
の

広
い
お
部
屋
で
の
び
の
び
遊
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
。

問
＝
上
京
区
社
協
（
☎
432
・
９

５
３
５
、
堀
川
通
中
立
売
西
入

一
筋
下
る　

元
聚
楽
小
学
校

内
）









































































乳
幼
児
さ
ん
衣
類・
グ
ッ
ズ
い
っ
ぱ
い

乳
幼
児
さ
ん
衣
類・
グ
ッ
ズ
い
っ
ぱ
い

〜
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
！

〜
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
！



ここはここは
　どこ？　どこ？

第187回

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

寺
町
広
小
路
上
る

の
廬ろ

ざ
ん
じ

山
寺
は
天
台
宗

一
派
で
あ
る
円
浄
宗

の
本
山
で
す
。
平
安

の
天
慶
元
年
（
九
三

八
）
に
慈じ
え恵
大
師
良

源
（
元が
ん
さ
ん三
大
師
）
が

北
山
に
開
い
た
與
願

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

　

前
回
の
正
解
は

廬ろ
ざ
ん
じ
山
寺
で
す
。

金
剛
院
が
起
こ
り
で
、
寛
元
三

年
（
一
二
四
五
）
に
法
然
上
人

の
弟
子
住
心
坊
覚か

く
ゆ瑜

に
よ
っ
て

船
岡
山
の
麓
に
再
建
さ
れ
、
天

台
宗
の
聖
地
「
廬
山
」
に
因
み

名
と
し
ま
し
た
。
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
）
現
在
地
に
移
り

ま
す
。

　

二
月
の
節
分
に
は
鬼
の
法
楽

が
行
わ
れ
ま
す
。（
い
）

ま
す
。

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所･

氏
名･

年
齢
・
本
紙
へ
の
感

想
等
（
感
想
は
紙
面
で
掲
載

の
場
合
あ
り
）
を
ご
記
入
の

う
え
、
〒
602
―
８
５
１
１　

上
京
区
役
所
「
か
み
ぎ
ょ
う
」

係
ま
で
。
締
切
り
は
10
月
31

日
（
消
印
有
効
）。

ヒント　
境内には時雨の松が
あります。

　

恒
例
の
秋
の
上
京
茶
会
が
北
野

天
満
宮
明
月
舎
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

北
野
天
満
宮
は
、「
学
問
の
神

様
」
と
し
て
知
ら
れ
る
菅
原
道
真

公
の
神
霊
を
お
祀
り
し
た
全
国
の

天
神
社
・
天
満
宮
の
宗
祀
の
神
社

で
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
も
「
北
野

の
天
神
さ
ん
」
の
愛
称
で
広
く
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
天
正
15
年
（
１
５
８

７
）
に
は
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
、

北
野
大
茶
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

で
も
有
名
で
す
。

　

木
々
も
色
付
き
始
め
る
秋
の
澄

ん
だ
空
気
の
も
と
、
一
碗
の
お
茶

を
楽
し
み
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
ひ
と

時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
13
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

２
時
30
分
）

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
孤
立
死
を
は
じ
め
高
齢
者

に
関
す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い

て
、
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
た
め
に
地
域
と
関
係

機
関
が
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、

こ
れ
か
ら
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
16
日
（
水
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
（
開
場　

午

後
１
時
）

場
所　

ホ
テ
ル
ル
ビ
ノ
京
都
堀

川　

地
下
１
階
「
平
安
」（
東
堀

川
通
下
長
者
町
下
る
）

内
容

第
１
部　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
「
支
援

機
関
か
ら
〜
そ
の
役
割
に
つ
い
て

〜
」

第
２
部　

参
加
者
と
の
意
見
交
換

定
員　

100
名
（
当
日
先
着
順
、
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費　

無
料

問
＝
支
援
保
護
課
支
援
第
二
担
当

（
☎
441
・
５
１
２
１
）

上
京
区
リ
レ
ー
ト
ー
ク

「
孤
立
死
を
防
ぐ
た
め
の

 

地
域
支
援
に
つ
い
て
」

○
「
ひ
ら
め
き
塾
」（
認
知
症
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
）（
全
10
回
）

日
時　

11
月
４
日
〜
平
成
24
年
１

月
20
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
（
11
月
25
日
・
12
月

30
日
は
休
み
）

会
場　

京
都
市
小
川
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム

内
容　

認
知
症
に
つ
い
て
の
学
習

会
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ゲ
ー
ム

な
ど

定
員　

10
名
程
度
（
先
着
順
）

※
要
介
護
状
態
以
外
で
区
内
在
住

の
65
歳
以
上
の
方
が
対
象
。
要
予

約
。
参
加
費
無
料
。

申
込
先　

上
京
区
地
域
介
護
予
防

推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
417
・
４
７
０

７
、
小
川
通
今
出
川
下
る
西
入
東

今
町　

京
都
市
小
川
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
内
）

問
＝
支
援
保
護
課
支
援
第
二
担
当

（
☎
441
・
５
１
２
１
）

上
京
区
地
域
介
護
予
防

推
進
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
の
ご
案
内

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
新
１
年
生
の
保
護
者
の

方
へ

　

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
の
は
、
平
成
17
年
４
月
２
日
〜

平
成
18
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

児
童
で
す
。

　

区
役
所
か
ら
「
入
学
届
」
の
用

紙
を
、
10
月
24
日
（
月
）
頃
郵
送

し
ま
す
の
で
、
11
月
４
日
（
金
）

ま
で
に
指
定
の
学
校
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
用
紙
が
届
か
な
い
場

合
は
、
市
民
窓
口
課
記
録
担
当

（
☎
441
・
５
０
５
６
、
１
階
④
番

窓
口
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
来
年
、
中
学
校
へ
入
学

さ
れ
る
方
の
入
学
手
続
き
等
は
来

年
１
月
で
す
。

問
＝
指
定
の
学
校
又
は
市
教
委
調

査
課
（
☎
222
・
３
７
７
２
）

来
年
４
月
か
ら
保
育
所
又
は

昼
間
里
親
へ
の
入
所
を
希
望

さ
れ
る
保
護
者
の
方
へ

　

保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
に
は
、
入
所
申
込
書
を
11
月

上
旬
か
ら
支
援
保
護
課
と
各
保
育

所
（
園
）
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
を
必
要
と
す
る
生

後
57
日
目
〜
３
歳
未
満
児
を
家
庭

的
な
環
境
で
お
預
か
り
す
る
昼
間

里
親
に
つ
い
て
も
、
入
所
申
込
書

を
11
月
上
旬
か
ら
支
援
保
護
課
と

各
昼
間
里
親
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
育
所
へ
の
年
度
途
中

の
入
所
申
込
み
は
、
随
時
、
支
援

保
護
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
＝
支
援
保
護
課
支
援
第
一
担
当

（
☎
441
・
５
１
１
９
、
３
階
⑮
番

窓
口
）

入
学
・
入
所
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

を
カ
ー
ド
化
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
11

月
30
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
新
し
い
保
険
証
を
11
月
中
旬

ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
新
し
い
保

険
証
は
一
人
一
枚
の
カ
ー
ド
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
新
し
い

保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
①
保

険
証
の
記
載
に
誤
り
は
な
い
か
②

他
の
保
険
に
加
入
し
た
方
や
住
所

を
変
更
し
た
方
に
つ
い
て
の
届
出

を
忘
れ
て
い
な
い
か
を
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

問
＝
保
険
年
金
課
資
格
担
当
（
☎

441
・
５
１
３
０
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

11
月
20
日
（
日
）
午
後
２
時
か

ら
新
町
小
学
校
体
育
館
で
上
京
交

通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

当
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家

族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
＝
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎

441
・
５
０
４
０
）

上
京
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

上
京
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

家
屋
の
新
増
築
・
滅

失
、
土
地
の
用
途
変

更
等
に
係
る
届
出

　

固
定
資
産
税
は
、
家
屋
や
土
地

の
現
況
を
把
握
し
た
上
で
課
税
し

て
い
ま
す
。
家
屋
を
新
築
・
増
改

築
又
は
取
り
壊
し
た
場
合
、
土
地

の
利
用
方
法
を
変
更
し
た
場
合
な

ど
に
は
、
物
件
の
所
在
す
る
区
役

所
又
は
支
所
の
固
定
資
産
税
担
当

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
固
定
資
産
税
課
家
屋
担
当
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課
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び
上
京
歴
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館
で
発
売

中
）
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催　

上
京
歴
史
探
訪
館
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協
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会
・
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京
区
役
所

後
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国
民
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化
祭
京
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府
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行

委
員
会

問
＝
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画
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報
担
当
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０
２
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、
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⑨
番
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上
京
歴
史
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・
２
３
１
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、
土
・
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午
前
10

時
〜
午
後
４
時
開
館
）

場
所　

北
野
天
満
宮
明
月
舎
（
御

前
通
今
小
路
上
る
）

懸
釜　

裏
千
家

お
茶
券　

１
千
円
（
本
席
の
み
）

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
10
月
17
日

（
月
）
か
ら
販
売

主
催　

上
京
区
文
化
振
興
会

　
　
　

上
京
区
役
所

問
＝
ま
ち
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く
り
推
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課
（
☎
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・
５
０
４
０
、
１
階
①
番
窓

口
）

秋
の
上
京
茶
会

秋
の
上
京
茶
会  

1111
月月
1313
日
（
日
）

日
（
日
）

　今年の11月27日（日）は「上京を歩く日」としてまち
歩きのイベントを開催します。
　小雪も過ぎ、行く秋を惜しむ季節となりますが、小春
日和の一日を楽しく健康的に歩きませんか。
　皆さんのご参加をお待ちしております。
問＝＜①④コース＞まちづくり推進課（☎441-5040）
　　＜②コース＞健康づくり推進課（☎432-3221）
　　＜③コース＞京都市埋蔵文化財研究所（☎415-0521）

スタート
場所　京都御苑下立売御門前
時間　午前９時30分（午前９時から受付開始）
※受付の際、仁和地域の散策マップをお渡しし
ます。

定員　②コース30名（申込み先着順）
　　　④コース12名（申込み先着順）
※その他のコースは定員なし
申込み　10月16日（日）～11月11日（金）に京都
いつでもコール（４面参照）に申込み
※③コースは当日受付のみ

コース
①史蹟を巡ってまちの良さを再発見コース
京都御苑下立売御門前～菅原院天満宮神社～橘公園（健康体操）～
仁和地域を自由散策～北野天満宮（ゴール）
※コース中に、チェックポイントが数か所あります。
※ゴール受付は午後０時～１時30分（時間厳守）。全チェックポイント
のスタンプ押印がある方には、完歩賞をお渡しします。

②湯ったり健康ウォークショートコース
京都御苑下立売御門前～菅原院天満宮神社～橘公園（健康体操）～
長者湯（ゴール）
※入浴を希望される方は、入浴料410円と入浴道具が必要です（小
学生以下無料）。

③史跡ウォーク
京都御苑下立売御門前～丸太町通～平安宮内裏内郭回廊跡（火起こ
しや拓本など様々な体験）
※以降は次の２コースを選択
（北コース）～京都市考古資料館（ゴール）
（南コース）～平安京創生館（京都アスニー）（ゴール）
④和菓子ツアー
同志社大学の学生による企画です。コースは当日発表。ゴールは烏
丸通下立売付近（所要時間約３時間）※和菓子購入等の実費が必要。

上
京
歴
史
探
訪
館
連
続
講
座

町
家
で
楽
し
む
音
♪
語
り

　
歩
　

　
　

スタートタースタート

上京を歩く日 11月27日（日）
～史跡を巡って、まちの良さの再発見。
　湯ったり健康ウォークで健康に！～

※写真はいずれも昨年の様子

暮らしの行政困りごと相談

日時　 11月８日（火） 
午後１時30分～３時

場所　 まちづくり推進課 
（１階①番窓口）

問＝ 京都行政評価事務所 
（☎211-1100）

上
京
区
の
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

孤
立
死
の
防
止
に
つ
い
て
考
え
ま
す
！

二条城北小


